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柏キャンパス
柏キャンパスは、東京大学の21世紀における新たな学問の発展に向けた構想に
基づいて建設された、本郷、駒場に次ぐ第３の主要キャンパスです。

明治10年（1877年）以来
伝統的学問分野を深く極
めてきた本郷キャンパス

昭和24年（ 1949年）以来
複数の学問分野の接点にお
いて新たな学際的領域を開
拓してきた駒場キャンパス

平成12 年（2000年）に学問体系の根本的な
組み換えをも視野に入れた学融合を志向する
柏キャンパス 大学院

・新領域創成科学研究科
附置研究所
・物性研究所
・宇宙線研究所
・大気海洋研究所

全学センター
・人工物工学研究センター
・空間情報科学研究センター

国際高等研究所
・カブリ数物連携宇宙研究機構

その他
・環境安全研究センター柏支所
・情報基盤センター柏
・高齢社会総合研究機構
・生産技術研究所附属千葉実験所
・柏図書館

柏キャンパスの組織

TX柏の葉キャンパス駅から：一日38.5往復の無料バス
本郷キャンパスから：一日２往復の無料バス（要予約）

駒場キャンパス�

本郷キャンパス�

柏キャンパス�
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柏キャンパス	
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新領域とは？
学際性をさらに推し進めた「学融合」という概念で新しい学問領域を創出するこ
とを目指して1998年に設置されました。ナノ、物質・材料、エネルギー、情報、
複雑系、生命、医療、環境、国際協力など、伝統的な学問体系では扱いきれなく
なった分野横断的な重要課題に取り組んでいます。

電気系の教員が所属
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ガソリンと電気	

■ガソリンと電気は，エネルギー形態がまったく違う。

■ガソリンは，①停まって，②短い時間で，③大き
なエネルギーを ど〜んと入れるしかない。

■ガソリンの給油は電力換算すると20,000ｋW
■ガソリンを霧状に噴霧しクルマがそれを吸い込み
ながら走るのは多分無理。でも電気はそれができる
ので，①②③はすべて不要である。	
■電気は起こしたらすぐ使うのがベストである。貯め
て使うのはあまり賢くない。だから，発電所から消費
地まで延々と送ってくる電力系統網が築かれた。	
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5分で４０ｋｍ、1０分で６０ｋｍ
走行できる程度の充電が可能

仕様
・スイッチング方式定電流電源
・入力：三相200V
・最大出力：50kW
・最大出力電圧：500V　
・最大出力電流：100A

09.3; 

09.3; 
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キャパシタ	
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3V,1000F  15V, 200F 
15V, 600F 

15V×7=105V, 600F÷7=86F 

C-COMS 1 C-COMS 2 
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New charger 
20min drive needs  

30sec charging(150A) 

Old charger 
20min drive needs 

150sec charging(30A) 
electric charge: Q=CV=IT, Q=CΔV=IΔT 

100[F]X50[V]=150[A]X30[s] 
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battery
exchange station

capacitor bus battery bus
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Bus can be charged 
at bus-stops 
in 30 secs. beautiful 

pantograph

beautiful 
lady

battery 
exchange station
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ワイヤレス	
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拡大運営検討委員会2012-8-24 (yokoi)
6

「磁界共鳴法」　による無線給電

報告：　Wireless  Power Transfer　via　Strongｌｙ　Coupled　Magnetic　Resonances　

２ｍの伝送距離で６０Ｗの電球を点灯
効率４５％

Report from ＭＩＴ（2007）
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公益社団法人　自動車技術会�

JSAE;　Society of Automotive Engineers of Japan 
会員数；約46,000（2013年3月）

 

 

 

技術会儀�

ワイヤレス給電システム技術部門委員会 
　　委員長；　堀　洋一、東京大学新領域創生科学研究科教授
　　　　幹事；　居村岳広（東京大学新領域創生科学研究科助教） 
　　　　　　　　高橋俊輔（元昭和飛行機工業㈱技師長）　 
　　　　　　　　横井行雄（元長野日本無線㈱基盤技術本部長） 
　　　　委員；　30名
　　　　オブザーバ；28名（2013年5月現在）

41の技術部門委員会が活動

他に規格会議等の会議体を設置�
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電気動力関係の技術部門員会 

41の技術部門委員会が活動

ワイヤレス給電シス
テム技術部門委員会�
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・委員構成　 オールジャパンの体制；　委員30名、ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ28名（2013-5) 

自動車
OEM関連

大学�

装置ﾒｰ
ｶ他�

官・ｼﾝ
ｸﾀﾝｸ�

日産�

トヨタ�

三菱自工�

富士重工�

豊田中央研究所�

本田技術研究所�

東京大学�

東北大学�

埼玉大学�

長岡技大�

昭和飛行機�
長野日本無線�
日本無線�
パナソニック�
日本ｹﾐｺﾝ�
日清紡�
東芝�
住友電工�
TDK 

国土交通省�
経済産業省
総務省�
NEDO 
NICT 

Volvo Tec.Japan 
デンソー�

豊田自動織機�

矢崎総業�

㈱テクノバ�

千葉大学�

横浜国立大学�

首都大学東京�

群馬大学�

信州大学�

IHI 
富士通�
明電舎�
三菱電機�
サンケン電気�
㈱コンテック�
パイオニア�
ローム㈱�
東洋電機�
SABIC-IP 

三菱総合研究所�
高速道路総研�
東京電力�
HBI研究所
UL　Japan 

�
Qualcpmm 
Japan
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さて。。。。
走行中ワイヤレス給電と停車中ワイヤレス給電はまったく別の技術�

第２章 電波利用の将来像と実現方策
３． 2030年代の革新的な電波エコシステムの実現

6

 電波利用社会の５つの目標を実現するため2030年代に実現すべき７つの次世代のワイヤレスシステムを提言。

 2030年代に目指すべき電波利用社会の５つの目標の実現に資する取組を推進するため、エンジニアとユーザの裾野を広

げ、これらのシステムを活用したサービスの創出や高度化が自律的に進展するようなエコシステムの形成が図られるべき。

①Beyond 5G システム ②ワイヤレスIoTシステム ③次世代モビリティシステム

④ワイヤレス電力伝送システム ⑤次世代衛星利用システム ⑥次世代映像･端末システム ⑦公共安全ＬＴＥ

 双方向での超大容量×超大量接続×超低
遅延のネットワーク。

 通信に必要なモジュールがあらゆるものに溶
け込むため、ユーザは端末を介さず(意識せ
ず)に通信を利用する。

 クリティカルなアプリケーションにもワイヤレ
スが使われ、高速な移動体の遠隔操作や、
完全自律型ロボット等が社会へ普及。これに
よりヒトとモノの動きに依存する生産性低下
から社会が解放される。

 ネットワークが個々人のニーズや感性に対
応し、完全なパーソナル化が実現する。

７つの次世代ワイヤレスシステムの2030年代の実現イメージ

 Beyond 5Gや衛星通信など様々な通信インフ
ラ、動的な周波数割当を実装する共用技術、
またネットワーク・クラウドとの連携により、ワイ
ヤレスIoTが大規模なプラットフォームとして確
立される。

 膨大に収集された実世界情報の分析により、
環境・エネルギーなど様々な社会課題の解決
に利用されるようになる。

 MEMSやバイオ・医療技術と融合し、健康管理、
予防医療の進展にも貢献。体内埋め込み型機
器により、投薬システムの開発、難治疾患の
治療が進展することが期待される。

 陸・海・空・宇宙へと、ワイヤレスと連携した新
技術が実用化され、モビリティインフラ革命が
起きる。

 ヒト・モノの輸送に係るあらゆるインフラやシス
テムの連携等により、大量輸送交通機関や個
人のモビリティ、物流システム等が自動化され
る。

 事故が無くなるとともに、移動手段が均等化す
ることで車両等の使用が困難な多くの人が
様々なモビリティサービスを利用できるようにな
る（「モビリティ・アズ・ア・サービス」）

 あらゆる場所に給電設備が整備され、
バッテリーレス端末も実用化。対応端
末・設備とネットワークが融合し真のス
マート社会が実現する。

 家庭内電源もフルワイヤレス化。災害
時の遠隔地への大電力伝送が可能に
なる。必要に応じて太陽光発電・風力
発電等の施設から送電線無しでの送電
が可能となる。

 低軌道コンステレーション等の非静止
衛星や衛星通信IoTが活発化する。あ
らゆる場所やインフラのモニタリングな
ど、新たなサービスが登場。

 高解像度・高頻度なリモセン技術によっ
て宇宙データビジネスが拡大。

 地球周回・月 ・火星等において、
Beyond 5G・ワイヤレスIoTが利用でき
る環境が整い、静止衛星などを通じて
地上との協調・連携が進展する。

 超高精細映像表示、インテグラル方式
やホログラム技術等による360°立体
映像表示、空間を自由かつ最大限に活
かした視聴体験が実現。

 高度な3Dプリンターが個人まで普及。
ユーザ自らが端末をデザイン。

 ウェアラブル機器は、ヒト･モノへのシー
ル貼付型や体内埋め込み型機器へと
進化。Brain Machine Interfaceとの連携
で、脳が直接ﾈｯﾄﾜｰｸへ信号を送る。

 「 公 共 安 全 Ｌ Ｔ Ｅ 」
（PS-LTE）が構築さ
れ、音声のほか、画
像・映像伝送等の高
速データ通信が可能
となり、より円滑な災
害対応が実現する。
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Chengbin Ma, UM-SJTU
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モータ	
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(1) Adhesive Wheel 

Controller does nothing  
for adhesive wheel. 

(2) Skidding Wheel 

Transfer Function from Fm
*  to Vw

MFC: Model Following Control 

 

2001  
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Results of Anti-slip Control 

Experiment on Anti-slip Control 
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Chassis-side�

Wheel-side�

���0�����

⾛⾏中ワイヤレス電⼒伝送試験レーン 
電気⾃動⾞試験場����

���イ��
1300mm×400mm�

W-IWM2の���に���電���

 柏キャンパスの電気⾃動⾞試験場で。。。�

Chassis�
Wheel�

Road�

進⾏⽅向に12個，計24個の路⾯コイル������

1300 mm�

400 mm�

路⾯とコイル⾯が⼀致，W-IWM2の受電コイルとのギャップ100 mm 

0/32 
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